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１．授業の概要 
　この授業では，スポーツイベントを実施する
ことによって，クラブの果たす役割について理
解すること，スポーツイベントを企画・運営す
るための知識やスキルを習得するとともに，実
施したイベントを的確に評価する能力を高める
ことを目的とした．なお，到達目標を，１）総
合型地域スポーツクラブの役割について説明で
きる，２）スポーツイベントを企画・運営でき
る，３）スポーツイベントの企画・運営を評価
し，発表できる，４）主体的にグループワーク
に取り組むことができるの４つとした． 
　到達目標を達成するために，１）愛媛大学総
合型地域スポーツクラブが主催する９つのスポー
ツ教室のいずれかの指導スタッフ，２）松山市
文化・スポーツ振興事業団が主催し，愛媛大学
総合型地域スポーツクラブが後援する「アクティ
ブ・チャイルド・プログラム in 北条（以下，
「ACP北条」とする）」の指導スタッフとして，
教室やイベントを企画・運営したのち，省察を
行った．受講生は18名であった．成績評価は，
スポーツ教室での指導実践と省察レポート（50
点），「ACP北条」での指導実践と省察レポー
ト（50点）とした． 

２．「ACP北条」の概要 
　参加者は，小学１年生～４年生，約100名で
あった．約20分間のアイスブレイクを行ったの
ち，参加者は，５つのグループに分かれて，５
つの運動遊びを順に実施した．各プログラムの
実施時間は，約20分であった．実施した運動遊
び，および各運動遊びで身に付くと考えられる
体力要素は以下の通りである． 
・ねずみ逃がし：瞬発力，調整力 
・魚とり：瞬発力，調整力 
・しっぽ取り：瞬発力，全身持久力，調整力 
・ひよこの闘い：筋力，調整力 
・スリーチーム綱引き：筋力，調整力 
　学生スタッフは，３～４人で５つのチームを
作り，各運動遊びの指導を担当した． 

３．テキストマイニングの方法 
　「ACP北条」の指導スタッフとして参加した
16名の学生が記述した振り返りレポートの内容
をテキストマイニングの対象とした．テキスト

マイニングには，「KH Coder」を用い，名詞，
動詞，形容詞を分析の対象とし，各品詞別に出
現回数が高かった語を抽出したのちに分析を行っ
た．なお，「ACP北条」に参加した学生は，愛
媛大学総合型地域スポーツクラブのスポーツ教
室の指導スタッフとしても活動している．そこ
で，子ども（小学生以下）を対象としたスポー
ツ教室と大人（中学生以上）を対象としたスポー
ツ教室との分類を外部変数とし「Ｇ１：子ども，
Ｇ２：大人」の２群に区分した． 

４．テキストマイニングの結果 
　分析には，田中（2018）が野外活動に関す
る記述に対して実施したテキストマイニングの
手法を用い，階層的クラスター分析，共起ネッ
トワーク，対応分析を行った． 

１）階層的クラスター分析 
　階層的クラスター分析を行ったところ，８つ
のクラスターに分割された．出現パターンの似
通った語のまとまりを概観すると，「運動遊び
の活動内容」，「運動遊びで身に付く動き」，
「運動遊びの楽しさ」，「子どもの反応や感
情」，「指導の工夫や伝え方」，「子どもへの
対応の難しさ」，「スタッフとしてイベントへ
の関わり」であった．これらは，運動遊びの実
施や運動遊びが子どもに与える影響に関する語
と指導方法や子どもへの関わり方に関する語に
大別された． 

２）共起ネットワーク 
　共起ネットワークを作成し，共起の程度が高
いと考えられるところに境界線（破線）を加え
た．「子ども」，「する」，「できる」，「感
じる」，「遊び」，「難しい」といった語の共
起の程度が高く，子どもが運動遊びに対して「で
きる」や「難しい」といった感情を描いている
ことが示された．また，「体」，「遊ぶ」，「活
動」，「動き」，「楽しい」といった語からは，
遊びを通して身体を動かすこと，「ルール」，
「説明」，「理解」，「分かる」からは，遊び
のやり方を説明して理解させることの難しさ，
「スタッフ」，「イベント」，「プログラム」，
「参加」からは，運営スタッフとして参加した
意義が示された．（図１）． 



  
図１．共起ネットワーク 

　また，「指導対象」を外部変数としたところ，
「小学生」，「工夫」，「注意」，「指導」，
「伝える」，「難しい」といった語が，大人を
対象にしたスポーツ教室で指導をしている学生
（G2）の特徴語として示された．普段の指導対
象が大人であるため，小学生に運動遊びの方法
を伝えたり，興味を引き出すような指導の工夫
を考えたりすることの難しさを感じているのか
もしれない．（図２） 

  
図２．共起ネットワーク（指導対象別） 

３）対応分析 
　性別と指導対象のクロス集計では，普段，子
どもを指導対象としている学生は，「動き」，
「遊び」，「体力」，「楽しい」といった運動
遊びの楽しさや効果に関わる語が近くにプロッ
トされた．一方，大人を指導対象としている学
生は，「指導」，「伝える」，「工夫」，「注
意」などの語が近くにプロットされ，子どもに
運動遊びを指導する経験が少ないことから，指
導に対する戸惑いがあり，子どもへの接し方や
指導方法を工夫していることが明らかとなった．
（図３）． 

  
図３．対応分析 

５．地域をフィールドとした教育と研究のつな
がり 
　テキストマイニングを用いて「ACP北条」に
指導スタッフとして参加した学生の「振り返り」
を分析した．その結果，子どもを対象としたス
ポーツイベントを通して，子どもの運動遊びに
対する感情，遊びを通して身体を動かすことの
楽しさ，遊びのやり方を子どもに説明すること
の難しさなどを感じていることが明らかとなっ
た．また，普段，大人を対象にスポーツ指導を
行っている学生は，子どもを対象に運動遊びを
指導する際に戸惑いを感じていることが明らか
となった．このようにテキストマイニングを用
いて「振り返り」を可視化することによって，
地域をフィールドとした指導実践の効果と課題
を明確にすることができた． 
　なお，本授業を受講した２名の学生は，大洲
市で開催された，７月豪雨被災地支援事業「み
んなで遊んで元気アップ愛媛広場」に参加した．
運動遊びで身体を動かすことによって，被災地
の子どもたちに元気と活力を与えることを目的
に，アクティブ・チャイルド・プログラムを実
施した．参加した子どもたちには，運動遊びを
通して，思いっきり身体を動かす爽快感，仲間
と一緒に活動する楽しさを感じてもらえた．ま
た，参加した学生からは，「振り返り」の中で，
子どもに応じた遊び方の工夫，「褒める」こと
の重要性などが報告された． 
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